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 以上のことから,ヒドロ虫類では,全体として,1っの形態形成の能力の場のもとに,  再生が
 進行していることが明らかとなった。
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 論文審査結果の要旨
 ヒド・虫類は,再生能力の大きい動物として知られている。会津清英の論文は,この再生能力の
 所在を解明するために行なった実験の報告であるコ
 会津は4種類のヒドロ虫類を用いて,ヒドロ茎の小片を切り取り,その其内組織を押し出して培
 養して何れ続全なヒドロ花を再生することをみた。この能力は1辺㎜の小片に睨られる。
 これを更に分析する為に,ヒドロ茎の共肉組織の内外胚葉を分離して培養すると内胚葉組織塊から
 は再生はおこらない。分離した外胚葉は内胚葉を再生し,更にヒド・花を形成する。これは共肉組
 織片の再窒能力は外昼葉にあることを明らかにしたものである。また外胚葉のうち,特に活発に再
 生に与える。)ぱ間細胞であることも確められた。しかしこの実験を間細胞の見られない鉢虫類につい
 てみると,表皮筋細泡も内胚葉に転換し得ることを明らかにした。特に興味ある事実は,分離した
 内胚葉片と外胚葉を並べておくと渉三葉は内旨葉をその中に取1)込み,ヒドロ花を再生するが,内
 胚葉片が大きすぎたときは再生はおこらない。こ1の事は再生のために必要な円外胚葉の量比は定ま
 っていることを示している。
 会津は更に共肉組織片からのヒド・花分化の状態を分析して,組織片の長さが増すにつれてヒド
 ・花形成の速度が早いこと,ヒド・花の形成きれる位置は,最初の組織片の長さとヒド・花芽まで
 のヒドロ根の長さの比は一定であるこ葛即ち最初の皇11織時が大きければより遠くにヒドロ花を形
 成することを明らかにした。
 また移植の実験では,ヒド・花の近くに花芽を移植したときは,既存のヒドロ花の影響なしに花
 芽からヒド・花が分化するが,、欠に生じる新しい花芽は移植片の影響をうけて予定都城にヒド・花
 が形成きれなかっすこ。この碁∫は自然状態での翠亡‡形成の鉄宇を示すとともに,花芽形成機構に対す
 る新しい問題を提供するものである。
 会津の研究は各種のヒド・虫類の再生現象の綿密な比較検討と実験的研究によって再生能力の所
 在,再生の様相を統一的に明らかにしたものであ・って,ヒド・虫類に限らず,他の動物の再生現象
 に対しても重要な問題を提起するものである。
 よって審査員は会津清英提出の論文は理学博士の学位論文として合格とみとめた。
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